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1公園・民家そして博物館への雑感(その幻
一入館者からのメッセージー

1」ー^^.^.^^.^^.^.^^^^^.^.^^.^.^.^^.^^^^.^^^.^.^^.^,^.^.^.^.^.^^^^.^^^.^.^^.^^^.^^.^^.^.^

民俗公園を訪れ、民家を、そして博物館を

見学した人たちの雑感は、すでに紹介したと

ころであります(本i志 V01.ⅨNO.1)。それ以

後t八見学者から新しい雑感=メソ七ージが沢

山寄せられぐいます。この見学者の多くのメ

ゞセージから、現在の民俗公園や民家、そし

く博物館の立場を外からの眼でみた考え方や

見方を知ることができるように思えます。そ

して、多くの人たちの貴重な声を聴きなか'ら

一歩一歩前進していく指標をもちつづけたい

と常に考えています。

このような意図で、公園に、民家に、そし

ぐ博物館に立寄勺た人々の雑感のいくつかを

ここに紹介することにしました。

この雑感の紹介にあたっては、前回と同様

に、見学者の方々の想うままの気持が文章に

表われていることに留意し、原文のまま掲載

したことをお断りするとともに、長文に亘る

もので一部(前半あるいは後半)割愛したこ

とも併せて、ここに明示いたします。

思い出と幼い頃の思、い出がよみが之りました。

思わず涙が出てきそうな・一日でした。

●昭和59年8月30日、神戸市在住・ Dさん

きょうはなっやすみのおわりでや生てきく、

ふるいものをみて、むかしの人はこんなとこ

ろでせいかつしていたんだと思いました。わ

たしもこんない之にすみたいナ.グ

当館編 11

●昭和59午・4 見26日、奈良市在住・ Aさん

昔の住まいが、そのまま保存されている。そ

れもーケ所にこ人なにたくさん。静かで落ち

ついた感じか「れしいですネ。静かな'、ん囲

気を大切に。足踏み式のうすときねの復元も

いいなあ。何よりもこんな広いすずしい所で

・一人ゆっくりくつろげるというのが一番です

ネ。ポカポカした日にのんびりと、又来たい

と思います。

●昭和59年9月15日、奈良市在住・ Eさん

3回来ましたが、私達も柳生の田舎育ちで昔

なつかしく、いつまでもいつまでも残こして

おいて下さい。手厶達の思い出として、敬老の

目、おばあさんのプレゼントで、とても喜ろ

こんでくれました。

●昭和59年5月20日、上牧町在住・ B さん

わたしは、みんぞくはくぶつかんがすきです。

それはむかしの人がつかうていたもの、い之

とかかわかるからです。(下略、後半・は避雷

針のことを明記一編者註)。

●昭和59年10月30日、橿原市在住・ F さん

重層で昔の人の知恵があちこちに見られて感

心しました。又、なつかしくもなりました。

●昭和59年11月3日、上牧町在住・ Gさん

親子4人で初めて訪れました。庭先でお弁当

を食べ、煙がたちのぽる矢田山系のすぱらし

い景色に囲まれたひとときに久々に心のどか

な平和な時を持っことが出来ました。奈良(大

チ山に住んでいて幸福だなあとつくづく思い

ました。私達夫婦も幼ない時こんな家に多少

縁がありましたので、とてもなつかしかった。

●昭和59年8月7日、(住所無記名) C さん

民俗博物館内のお茶コーナーの茶びつは私の

実家のものです。ほんとうになつかしくっく

写真左何枚も撮りました。今は亡き父と母の
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▲展示場での見学風景
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●昭和59年11月3日、(住所無記名) H さん

なんとなくいなかに帰省したみたいな気持ち

になりました。今日で何回目かな。またきま

す。

▲展示場での見学風景

^

●昭和59年H月4日、(住所無記名)1 さん

田舎のおぱ様の家を懐かしく思い出されまし

た。都会にはない風佶・佶緒を感じました。

●昭和59年H月4目、大和郡山市在住・ Jざん

大和郡山に転宅しく 1ケ月、おとずれたいと

思っておりましたが、本日寄せく頂きまして

田舎がなっかしく思い出ざれます。友人と又

来たいと思います。
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▲民家の見学風景
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●昭和59年H打 8日、安堵小学校3年一組一同

とても古い家の様子かよくわかりました。お

もしろい。

***

●昭和59年Ⅱ月 IU付送付、吉野町立中荘小学校

10月30日の遠足の時にけんかくさせていただ

きまして、ありか'とうございました。 10月31

日に絵をかきました。わたしは、あ人なに大

きなたてものだとは思いませんでした。中に

はきれいでむかしの物がたくさんおいてあり

ましたね。わたしは、すごくびっくりしまし

た。どこであんな物を見つけてくるのですか。

わたしは'、しぎです。そしぐすらいどは、と

てもくわしく分かりました。(下略)。 ※
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▲公園内で集う風景
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●昭和59年Ⅱ月7日付送付、奈良市立済美南小学校

11月6日は、どうもありか'とうございました。

社会の勉強に役立ちました。スライドをみせ

てくださってありか'とうございました。ちょ

勺とうるさかったけれどとてもいい勉強にな

つたので社会の勉強がすこし早くなりました。

と乃てもたくざんむかしのどうぐなどがあっ

たのではい 0ぐ見たときは人形もいまにも動

きそうだうたし、と乃てもたくさんあったの

でび乃くりしました。(、F略)。※
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▲公園の散策風景(吉野集落への途)
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※両校の3年または4年の生徒さんから(学

校長経由で)送付いただいた民俗博物館見学

の作文の二つです。両校からこの作文以外に

多数の作文をいただきましたか、両校の代表

として生徒名在明記せずに掲載しましたこと

をお断りいたします。
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祭りの模擬農具倆具) 大宮守人
'ーその2形態一/
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の手だくとしぐ、こうした祭りの中に現れる奈良盆地中央部は、稲作農耕を主としつつ

有形物(祭具や供物、詞度など)の比較によ裏毛としぐ麦所弗などの畑作を並行・して行乃

乃ぐ県内の共同祈願の傾向の一端をとら之、ぐ来たまた奈良盆地周辺部の山沿いの地域

個々の特質を川]らかにする資制・とすることもや斤陵の問に小盆地が点在する火和高原・宇

可能と老える.陀山地・口古哩fあたりでは、扇状地に山田か

ここでは、豊稜を願う祭りの中に見らオ1、る発達し、山の何^斜而には茶作りなどか1ほれ

模擬用具(農具や山林用具)を取り上'げ概要、L、る コ

を比較しくみたいと思うこうした地形的特色は人々の日々のくらし

県内にみる村落の共同祈1頼としぐの祭りのりに火きな景井撃を与え続けく来たはずであ'

中で模擬用具か登場tるものには、"お人だる コ

祭」「野神祭り 1亥ソ子祭 1)」「山の神祭 1上「秋平扣.部の水田耕作を中心とする地域では、

祭,山〔写真 1〕があるが、これらの祭りで水利に関する諸問題が村落生.活の規範にも反

映されるであろうし、共同祈願としぐの祭り の現れ力は、実際に農耕のしぐさに使用さ

れるものと、御供などと同ヒように供之物のの色彩にも現れたであろう。

ごとく扱われるものの2つに分けられる。また山に近い地域では、山での柴取りや成

り物の採集、呑み水など日々に山から受けるも 前者は、"おんだ祭,と呼ばれ、 1月から

61ほでの冏(2月~3月が最も多し→に行のの他、水田耕作にど、要な水源としくの恩恵

われくいる予祝儀礼の中で使われる実物大のも人々は感ヒたものと思われる.

農具の模型があり、村、々の宮の神前で、田植こうした中で、前者では哩件申祭、とし

えに至るまでの農耕の所作を演じるのに使わ<、後者ではJ山の神祭'上としく、また山

れるものである。も平担地も両力ある地域では、この両方の要
寸, 1

これには、鍬・鋤・型・紀・村゛種桶・苗素が見られるというのも自然なことといえよ

籠などの農具があり、鍬先などの鉄製の部分つ。

は墨を塗っく表現されくいる。いずれの祭りでも、宮座などの祭祀組織を

これらの模擬農具は、神社の拝殿または、持ち、頭屋に当 0た家が、御供の材半1などを

四方に青竹を立くく注連縄で区切り新しい砂準備し、これを習わしのとお 1)に調製して供

を敷いた神前の庭上で、作男に扮した村人かえ、その御供を分けいただいく、人々に^1を

農耕の所作左演じ、型や祀の工程では牛面をもたらt神と共に宴を催すという祭の基本パ

被力く牛耕の様子までも演じるので実物とほターンには違いはないとい之る。

ぼ同じ大きさに作られているのか特徴である。民開における神祭りの本質を考察する1つ
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〔写真1〕秋祭りの農具模型づくり(吉野町小名)
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〔写真2〕野神祭りのドサンバコ(田原本町鍵)
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一方、卿升申祭1上"亥ソ子祭1力「秋祭

1)」"山の神祭り」では、実物大のものでは

なく、祭礼にあたクぐ農具や山林用具の 'ニ、

チュアか木や竹・丁1ガラなどで作られ、征Ⅲ共

とともに供えられる。"おんだ,美1)」では祭

りの用具としぐ毎年同じものか使われ、神社

の什器としぐの竹才冬力河金いが、後者では、祭

りの都度作り変えられる点が異なる。前者か

毎午使い続けられるだけの強度と、しぐざと

はいえ実際に使用できる程度の升知上をも0ぐ

いるのに対し、後者は、農具などの機官Eを象

徴化したものであり形ぱかりのものである場

合か多い、

それでも天理市新泉の野神祭りでは、小麦

藁で作られた牛に醜と紀を引かせて牛耕の所

作力汗テわれ、野神祭りでのミニチュア農具に

よる農耕の所作としぐ県内では特異な例とな

0 ている。田植えをひかえた、 5 河 5日また

は 6月、 5月前後に行われる野神祭1)は、奈

良盆地中南部の場合は水の神の象徴である藁

の蛇体左持乃く子供達が村内左練り歩くのか

特徴的である。

また、野神祭リで農具模型が登場する例も

盆地中南部に多く、北部では見られない。盆

地中部の礎城郡田原本町鍵では、ドサン箱、

(士産箱)〔写真2〕という折箱にクワ・スキ

・カマ・ビソチュウ・カラスキ・マグワなど

の小模型を入れく青竹の先に挾んで列の先頭

を行き、その年に祝い事のあクた家から祝儀

を集めてまわる。ドサン箱は野神への士産で

あり、神に奉る品物を入れた箱と考えられる。

山の神祭りでは、東吉野村小栗仙・同伊豆

尾などで見るように、正月7日の祭日にあた

つぐ山林用具などを釣した縄を毎年張り替え
".' 上、

る。鋸・鉈・斧の他、鯛の型・酒入れ・剣か

付いてぃる〔写真3〕。桜井市北山の秋祭り

(10月28日)でも、手力雄神社の境内の古木 2

本の問に山林用具付きの注連縄を張る、

桜井市高田の亥ノ子祭りでは、 12月1日山

口神社の神霊を集荷場前の広場に一冏四方の

青竹の棚を作0く移しその棚の周囲に農具・

山林用具・日常生活用具の模型や譽銭を多数

藁で釣しぐおく〔写真4〕。このあと集乃た子

供達かこれを奪い合っく持ち帰り各家の神棚

に供えぐおく。

での様々な模型は神に奉る調度として
たま

のものであり、神の御霊が新らたな勢いを得

ぐ再生する祭礼の日に、神の威力を充分に発

揮しぐいただき、人間もそのお陰を被む円た

いために本るのが、これらの調度ということ

ができる。この在所の神もこうした用具で農

耕を行い、山の手入れをし、辻常の生活をす

るという神観念は古くからのものと老えられ

る。

うした神々の調度の典型は、神宮(お伊こ

勢さん)の式年遷宮にあた0<、神殿の造替

と共に、神のお使いになる衣装・装身具・武

具・機織具・楽器など19種の品々を神宝とし

て造進されくいるという例であろう。

村々の祭神の名前や創始についくは不明な

点も多いのであるが、祭礼に供之られる調度

類から士地の人々がこの神に何を期待しぐ来

たかといみことの一端は知り得るのではない

かと老える次第である。祭礼における「物」

からの老察は別の機会にさらに展開できれは

と考える。
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〔写真3〕山の神の注連縄(東吉野村小栗栖)
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〔写真4〕亥の子祭りの神棚(桜井市高田)
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大和の年・中行事⑯

力

年の暮の餅つきが、寒の頃のえカキつくり

の時に、奈良県では、カラス(烏)の餅と言う

ものを作り、それをカラスに食べさせるとい

う習慣がある。餅をついた時に、平年12個、

閨年は13個の小指ぐらいの餅を藁ヅトに入れ

て、カラスのいそうな木の枝や家の屋根にほ

うりなげておくと、いつのまにかカラスがく

わえてゆくというのである。この時、次のよ

うな唱えごとを言うところがあるので、・ー、

二紹介しておこう。

0カラコイ、カラコイ、モチャルゾー 12

(または13)ノモチハワレ(お前)ニハ 1

ツオイ(おれ)ニハ2 ツジャクロ 3 ツト

カイコトショー(奈良市虚空蔵・菩提山)注①

0カラスコーイモチヤルソ

石榴3ツトカエテャル

啼カンデ啼カンデ飛ンデコイ

(吉野山)注②

その他、大同小異であるが何らかの唱えごと

をしながら、カラスに餅を与えるのである。

もう少しカラスの餅について説明すると、山

添村三ケ谷などでは、藁をたぱねて円柱型を

した藁ヅトというものを作り、その中へ小さ

い餅12個(閨年は13イ圖を入れて屋根へほう

りなげると言う。また、桜井市滝倉では二月

六日のオコナイの餅っきの時の4回目にカラ

スの餅とモチバナを作るのが習わしである。

このカラスの餅も藁ヅトに入れて木に吊るす

(写真)。また、天理市上仁興では、「カラ

こいカラこい.と言うて餅を空中へなげる

ス の餅

力人

とカラスか'と人で来てそれをくわ之たとも言

つ0

いうたいこのような風習はどのようにして

生まれたものであろうか。このカラスの餅に

ついてもう少し詳しく観てゆくと次のような
、

伝承がある。カラスが村へはヒめて餅米の種

をくわえて来てくれたから(天理市士,総)。

カラスに早くモチを食べくもらうと豊作にな

る。あるいは、早く食べてもらうと災厄から

のがれられる。また、火の神さんだから火難

のがれになるなどである。そして、それらの

伝承に>必ずカラスは熊野権現の使いである

という話力那郁迫する。一概には言えないけれ

ど、このカラスの餅の風習には熊野信仰が重

なうているようにも想像される。江戸時代の

辞書で『倭訓栞』には「鳥を熊野の神使とす

る故な 1上と記されている。また、享保4年

(1719)に作られた錦文流の『熊野権現鳥牛

王』にも熊野の牛王(注③)のカラスか紙から

ぬけ出し、主人公を京都まで船で送ったとい

う奇跡が書かれている。熊野三社(本宮、新

宮、郡智)から発行される熊野牛王は、単に

「オカラスサン」とも呼ばれ、中世期には御

師、先達、檀郡という組織を結び全国各地の

あらゆる層の人々に、熊野信仰(熊野牛王を

配る)を普及していたようである。この時、

甲の暮に熊野の牛王札が配られることが多く

藁ヅトの中へ入れる餅は、この時のお供之と

して、熊野の御師達の来訪にあわせて準備し

た征Ⅲ共ではなかろうか。カラス餅という風習

は、このようなところから生ヒた行事であろ

?0

(注)

①林宏氏報告『奈良市史・民俗編」

153ページ

②岸田定雄氏報告『大和のことぱ'(上)』

74ページ

③熊野三社が発行する牛王宝印でカラスフ5羽

で喧E野牛王宝f山と記され護符としく古

くから使われた。P シ.ヨ、
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▲カラス餅(桜井市滝倉)
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民俗資料調査抄報⑳

雨乞い地蔵について

今回調査した雨乞習俗の内、雨乞地蔵にっ

いて紹介することにしたが、この雨乞地蔵に

関する事例は県内各地に少なからず遺(てい

る。

たとえぱ、奈良市北永井町には弘法大師か

描いたと言い伝えられくいる地蔵尊がある。

また、下市町惣上にも地蔵尊の石仏が安置さ

れている。

この二例のほかに、ここで奈良盆地の雨乞

地蔵尊の石仏二体を調査事例として次に挙げ

***

まず、上牧町五軒屋にある雨乞地蔵尊(石

仏)へは、オオヒヤケのとき以外に1劇頼い事

を行なわないという。一般のヒャケのときに

は、村人がワラを持ち寄っぐ、村内の池(バ

サイケ)まで行っぐトンドを行なった。この

雨乞祈願を、この五軒屋のムラでは.クモヤ

キ、と呼ぶということである。

このヒヘ゜ケとは異なり、オオヒヤケのとき

には、石仏の地蔵尊に祈願するのである。こ

の祈願習俗には、県内各地で行なわれてきた

雨乞方法と同様に、村人が地蔵尊を十ワで縛

乃く、村内にあるジンデン池件中1羽池)まで

持ち運人で行き、池に漬けると、不思■蓑に雨

が降ったと、
0

この地蔵尊への雨乞祈願は、この祈1頼の前

段には、村人か田圃にある井戸の水を吸み上

げぐ田に水を入れぐも、さらに水左ι、要とす

る段階で石仏の地蔵尊へ雨乞1凧頼を行な・,た

ということである。

この五軒屋のムラにあるいくつかの雨乞習

俗の内で、地蔵尊への祈願は最終段階の雨乞

方法(習俗)であウたようである。

次に、この五軒屋のムラの地蔵尊への雨乞

習俗と異なる事例としく、安堵村窪田(上雜

田)の雨乞地蔵尊を挙げることにしよう。こ

の窪田の雨乞地蔵尊も石仏である。この地蔵

石仏は、もともとムラの地蔵講の人々が造仏

した^ーカでは地蔵講の講員の一人の有力

な有志が造仏したとも伝之られ、この講員の

縁者が今でも供花しくいるともいう^もの

で、この地蔵尊が雨乞いにこ利益があると言

られてきたと したがってかっ

ては村人が、堤にあったこの地蔵尊に雨乞の

ために祈願したということである。

ただ、この窪田(上窪田)のムラでは、夏

場の水の確保には、ムラを流れる佐保川の川

水の権利を持っくいたため、余1)深刻に雨乞

祈願をするg、要はなかったことも事実であり、

雨乞地蔵尊への祈願は、村人全体の祈願とは

異なり、村人個々の田固の水不足の問題であ

乃たようにも捉えることかできる。

* **

このように地蔵尊が雨乞祈1顛の対象としく

存在する中で、ムラの風士や習慣によりぐ異

なる事例や近似する事例などかあ「たと想定

し得る。この雨乞地蔵尊だけでなく、これ以

外の雨乞仏(庚申、阿弥陀など)にみる雨乞

習俗の類型的把握を試みることも、雨乞習俗

と仏教信仰とのかかわりを理解しぐいく千・劃、

りになるのではないかと老之くいる。
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◆◆博物館通信◆◆

民俗博物鮪は、民俗資料を基本の資料とし

て歴史を研究または、学習するところです。歴

史を研究(学習)するには、過去に記された

記録で行なうたり(歴史学)、土中から発掘さ

れた考古資料でなされたり(考古学)、民俗資

料でなされたり(民俗学)する場合がありま

す。歴史学・老古学・民俗学はそれぞれ得意

とするところかあります。民俗学の場合、記

録の少ない、地方の郷士研究や、庶民の生活

の歴史研究を得意としています。

さて、民俗資料には有形と無形かあります。

有形の民俗資料は"民具ゞと呼ぱれています。

無形の民俗資料はΥ云承」と呼ぱれくいます。

当館では、有形の"民具コを中心に収集、整

理、保存、研突活動を行なっています。無形の

「伝承」については、写真、文字記録などに

よる記録化(資料化)をしています。 うしこ

た資料は、私達の過去のくらし(歴史)を知

るためには欠かせないものです。民俗資料は

展示、研究、教育などに利用されています。

注①昔から民衆か旧常生活に用いてきた道具。

注②古くからあった"しきたり」(制度、習俗、

信仰、口碑、伝説などの総体)の伝之ら

れた事柄。 (浦西勉記)
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★★★★★おしらせ★★★★★

.民俗博物館の行事予定

☆59年10月24日~60年3月24日

常設テーマ展「Π々のくらし」

☆59年12月20日~60年3月24日

民俗文化財速報展<人形>

★予告

●60年1月26印土}体験学習講座剛 1~

<ワラフゴつくり>

※体験学習講座ご参加ご希望の方は、i柳堅内容、時

間、受付'H等々の詳細にっいては当館へお1削い合

わせ下さい。

●60午3月10日田)と 3 打 17H卿に民俗カルチーー講座

<民家コース>を開催します。

※この講座の詳細は、当館へお問い合わせ Fさい,

☆訂正: V01.×1N0 2 の(通谷39÷ナ)◆ G田巻40j、})
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25日発行

映小ル文lh ,:,

▲②整理・保存
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▲③展示・教育・講座・研究

'

《表紙解説>毎年10河22Uに川西岡'ホ剖倚の糸井

神社の秋祭が営まれる。この秋祭当H以前、同神

社を氏神として祀る村々からトウヤか選ばれ、 こ

のトウヤの戸Uに神霊が移るオカリャかつくられ、

数日階]1、ウヤは分霊か移ウたときから礼拝を怠ら

ずに行なうという。祭礼当Πは、各村から神社ま

'

でお渡リか行なわれ、この行列にトゥヤ(子・供)か

膨"W、加即都一肌加伽0/いぐいぐ、収穫祭の様相を呈しぐいる.

奈良県立民俗博物節
糸良県立↓U谷"物鯨綸染発汁

-1'.... b '...

イ小,_・・1
゛剛制牲 r生L、二}一',..'」^

■編集後記■

祿jの少左い10Ⅱ末か'。ⅡⅡ太にかけぐJルjが降

るごとに宍Cさが1普す」という気候の移り変わりか

薄れ、Πかあけるごとに力ι気か力L よせでくる

いよいよ冬本悉へと向う感姑かH安をなくし力よ

らなだ!いで、冬ナ1」来の下節左民俗公1判の樹人の紅

柴から感しと',ねぱなゞ。女い12打'Pは

ー,カ、博物鮪は10j」ト1Uに新しい1」C五ン＼<私え

左行左い今Πに十ン,くいる小G力1.d)1、川人、親、f

迎九などかIN示場で・ルのΠ1具や道呉上コミニケー

門二徒1"」ι、、親上、f左'七のもー)を そしぐしノ'ヨノ'

公話し開える"どんむことξ力Υ"1に埠1"よを,左

ゼ上';舌のり、JYf に 1到、亡、 11 か f竜 '・4 、-C

だより
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